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巻　　頭　　言

　記念すべき令和元年の12月8日に第22回群馬県作業療法学会を開催いたしました。
　学会のテーマを「つながりのある作業療法～多様化する作業療法の役割と主体性～」と設定し、学会長である
柴田全利先生のもとで実行委員の皆様と1年近い準備期間を経て開催されました。自分自身、学会の実行委員と
して携わる経験が乏しい中で、実行委員長として大役を担うことに大変不安がありました。ただ、多くの方 と々のつ
ながりを持つことができたことは大変喜ばしいことでした。学会を終えてみると、月日の経つことが今までで経験し
たことのない早さで過ぎ去ってしまったと実感しております。またこの1年間、実行委員長という所謂、中間管理職
的な立場で様々な方からのご意見やご支援をいただけたことは、自分自身が成長できた大きな要因となっており
ます。自分自身の力不足を痛感することもありましたが、学会を準備することの大変さや充実した日々を経験出来
たことは一番の収穫であり、実行委員長を任命していただけたことを今では良かったと思っております。
　今回の学会では、自分自身が掲げたテーマとして「参加者の皆様に満足してもらえる学会」ならびに「参加者が
主体的、能動的に学会へ参加していただける機会」を作ることを目標としておりました。そこで、例年以上の数のワ
ークショップ、特別シンポジウムと題して、皆様の普段の疑問や今後についての課題を新井会長や堀越先生に対
して質問していただくこと、福祉機器・車両展示ではスタンプラリーといった例年とは少し趣向を変えた企画もい
たしました。当日は多くの企画を少しずつしか拝見することが出来ませんでしたが、広報活動が功を奏したのか来
場者数は例年以上の盛況もあり、各会場とも活発な様子が見受けられました。また、学会終了後にはとても有意義
な学会であったと多くの方よりお声をいただけたことは、とても価値のある学会であったと認識しております。学会
終了後の懇親会でも、同様のお話をいただけたことは大変喜ばしく、思わず涙が出てしまったほどです。ただ、醜
態の写真が拡散しないよう個人情報の管理はお願いします。
　最後ではありますが、柴田学会長、都丸事務局長、野口学会支援グループ長には多くのご支援を頂きましてあり
がとうございました。また実行委員の皆様、学会支援グループの皆様、学会にて講師や座長を引き受けてくださっ
た先生方、発表者の皆様、学会の企画にご賛同いただいた福祉機器展示ならびに福祉車両展示、書籍販売にご
協力いただいた企業様、そして参加者の皆様にも心より感謝を申し上げます。今後とも群馬県作業療法士会の活
動へのご支援をよろしくお願い申し上げます。
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日　時 ： 令和元年9月11日（水）19:00～21:30
会　場 ： 群馬医療福祉大学 前橋キャンパス
　　　　K’BIX元気21まえばし内6階 104教室
参加者：新井、関根、山口、高橋、柴田、山浦、勝野、李、高坂、小此木、
今村、市川、都丸、村井、唐澤、小林　計16名

Ⅰ.会長より
1．JAOT会員情報システムについて
情報入力・更新作業が少なくとりまとめた情報の信憑性が低い。
新規入会者（70000番台～）の情報入力を県士会でアナウン
ス・フォローが必要。

2．地域密着型連絡協議会から講演の依頼がきた。今年度の学会
の成果か

3．PT関東信越ブロック学会　PT40周年記念式典あり。
OTは2020年で35周年となる。式典の開催や頻度、来賓等も検
討していく必要あり。

4．令和3年度日本精神科医学会が群馬県にて開催予定。後援・協
力依頼あり。

5．PTOT臨床実習指導者研修について
2/29～3/1　群大で開催予定。開催・運営にあたりワーキング
グループが必要

Ⅱ．各部議事
1.ＭＴＤＬＰ推進委員会［報告者:関根］
【報告事項】
 1）令和元年生活行為向上マネジメント士会連携支援室全国連絡
会議報告
一昨年度、協会のMTDLP推進委員会は解散となり、今後は各県
士会レベルにゆだねていく。基礎研修において精神科領域。発達
領域の事例も出していくことができそう。

【審議事項】　なし

2．教育部［報告者:勝野］
【報告事項】
 1）ブロック長会議 7月30日 第一病院
・研修会進捗状況報告
・新人症例発表会のHP掲載時期検討・会場検討
・googleカレンダーでの研修会予定の共有を周知
・今後、現職者研修はすべてe-ラーニング化する予定（時期は未定）
 教育部は将来的に認定OT研修を担うこととなる
 2）研修会報告
※現職者共通研修　令和元年8月25日（日）
　時間：未定（9：00～17：00予定）会場：デイホーム 孫の手・いいづか
・作業療法生涯教育概論［講師：柴田理事］
  会員：41名　非会員：0名
・作業療法における協業・後輩育成［講師：都丸理事］
  会員：44名　非会員：0名
・職業倫理［講師：長谷川OTR］会員：43名　非会員：0名
・保健・医療・福祉と地域支援［講師：真塩OTR］
  会員：46名　非会員：0名
  合計収入：￥87,000　合計支出：￥60,358

※基礎研修【身体障害領域】令和元年8月9日（金）
時間：19：30～　会場：前橋赤十字病院
講師：石川先生(東京慈恵医科大学付属病院)
テーマ：高次脳機能障害のリハビリテーション～背景因子に着目して～
会員：54名　非会員：6名
収入：￥66,000　支出：￥16,432

 3）その他　　・2019年度の部員名簿作成 → 詳細は別紙参照
【審議事項】無し

3．学術部［報告者:李］
【報告事項】
 1.県士会における学術支援活動を行なった。
 2.第22回群馬県作業療法学会の運営支援を行った。
 3.学術部 担当理事・グループ長会議を実施予定（9/9）

１）学術研究グループ　　　　　　　　　　　　　　
 1.学術研究グループの勉強会を7/29、8/26に実施した（参加者は5名）
 2.県学会ポスター作成支援を行う（8/31現在、4名の会員が希望
された） 

2）学会支援グループ　　　　　　　　　　　　　　　　
 1.第22回群馬県作業療法学会実行委員会に参加、各種活動の支
援を実施した。

 2.第22回群馬県作業療法学会に関連する公文書の作成・送付を
実施した。

 3.群馬県作業療法学会facebookpageを運営し、9月1日現在で
265の閲覧を確認した。

3）機関誌編集グループ　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 1.令和元年度 機関誌編集グループ会議を開催した（5/20、7/22、
　 9/3）。
 2.投稿論文について、査読業務が完了した。
 3.第22回群馬県作業療法学会実行委員会に参加した。
【審議事項】　なし

4．運転と作業療法特設委員会［報告者:李］
【報告事項】
 1.2019年9月14日（土）ぐんま自動車運転リハビリテーション研究会
研修会実施予定

 2.2019年11月ころ第3回教習所交流会開催予定
 3.2019年12月7日（土）渋川医療センターより髙橋先生（脳神経外
科部長）をお招きして第7回ぐんま自動車運転リハビリテーション
研究会研修会開催予定。

【審議事項】　なし

5．地域作業療法推進部［報告者:高坂］
【報告事項】
１）地域包括ケア推進グループ
 1.群馬県健康福祉部より平成31年度群馬県地域医療介護総合確
保基金事業（介護分）の協議結果の採択通知があった（地域包
括ケア人材育成事業601,000円）。

 2.8月22日付で、令和2年度群馬県地域医療介護総合確保基金事業
（介護分）の協議書を群馬県健康福祉部に提出した（地域包括ケ
ア人材育成事業652,000円）。

 3.8月3～4日　日本作業療法士協会主催「地域ケア会議および介
護予防・日常生活支援総合事業に関する人材育成研修会」（
TKP 築地新富町カンファレンスセンター）に、部長の真塩氏・地
域包括グループ長の小澤氏2名で参加した。

 4.令和元年8月29日（金）老年病研究所附属病院にて、第3回グル
ープ会議を開催した。研修会に向けた最終確認、③の伝達研修
会開催に向けた確認を行った。

2）認知症支援推進グループ
 1.8月7日（水）群馬医療福祉大学にて、第2回グループ会議を開催
した。

 2.8月22日付で、令和2年度群馬県地域医療介護総合確保基金事
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　 業（介護分）の協議書を群馬県健康福祉部に提出した（認知症ケ
ア研修事業877,000円）。

3）発達支援推進グループ
  1.県士会ホームページに発達領域推進グループのホームページ
をリンクし、運用を開始した。

 2.保育士向け研修会の開催の概要が決定した。
　日時：令和元年11月10日（日）14：00～16：00　
　場所：前橋市第一コミュニティセンター2階　ホール（桃井小内）
　テーマ：「できた！につながる運動遊び（仮題）」講義と実技を行う
予定。今後、研修会で作成したスライドを県士会発達支援グル
ープの公式資料として講師依頼時に使用できるようにしていき
たい。

 3.定期勉強会を9月12日（木）anomiraにて開催予定である。
 4.岡山県学童連絡協議会　糸山智栄氏から新町デイ学童へのコ
ンサルタントを依頼され、現在対応を検討中である。

4）精神科領域推進グループ
 1.7月25日群馬医療福祉大学にて、第1回メンタルヘルスの情報交
換会を企画・運営した。

 2.令和元年8月24日（土）12:30～16:00 ヤマト市民体育館前橋
にてドリームバスケットボールキャラバン2019が開催された（
士会より勝野理事、加藤グループ長が参加）。

 3.令和元年度群馬県地域自殺対策強化事業の一般向け普及啓発
事業により、クリアファイルを作成した。今後、こころのふれあいバ
ザー展などを通し、県内各所に配布予定である。

5）その他
  1.8/25 現職者共通研修「保健・医療・福祉と地域支援」にて部長真
塩氏が講師行う。
2.8月3～4日　日本　作業療法士協会主催「地域ケア会議および
介護予防・日常生活支援総合事業に関する人材育成研修会」に
て、地域包括ケアシステムにおける作業療法士の関与状況、研修
会情報、各団体との連携など、県士会の現状に関して協会、他県
士会と情報共有を行っていくこととなった。担当地域包括ケア推
進委員　新泉一美（にいずみかずよし）氏（東京都作業療法士
会）と連携を図っていく。

【審議事項】　なし

6．広報部［報告者:都丸］
【報告事項】
1）公益事業グループ
  1.高校生一日体験を7月29日から8月9日に実施し、無事に終了し
た。22施設・病院の協力の下、58名の高校生が参加（予定。現在
集計実施中）

  2.8/31に西毛ブロック支部と協働し「高崎市医療介護連携フェス
ティバル」に当会としてブース参加、準備・当日参加で西毛ブロッ
ク広報部員も参加。※詳細は西毛ブロック支部より報告

  3.10月27日（日）に開催予定の健康フェスタについて9月下旬～
10月上旬に部会を開催予定。高崎イオン様とコラボレーション
し、10月～12月の間で「イオンモールウォーキング」に関しての
イベントを開催予定。

  4.イオンモール高崎様と協働しているイオンモールウォーキングの
リーフレットに「群馬県作業療法士会監修」としてページを設けて
頂いた。（別添）各施設、当会イベント、研修会などで活用していた
だきたい。

  5.こころのふれあいバザー展で学生ボランティア2名 財布の盗難
があった 県庁1階南側のスペース パーテーション裏に備品や
私物を置いたら盗難にあった

　当会が「主催」に入っているが申請などなかった。確認が必要。
　今回に関しては被害にあった学生に見舞金（クオカード5000円）
として対応する。

　貴重品管理についての基本ルールを整えていく
2）ニュース編集グループ
  1.7月号は滞りなく発行できている。部署紹介で各部において担当し
て頂いた皆様へ感謝申し上げます。

  2.ページ数の関係で、全部署掲載することができなかったため10
月号にて掲載を行っていく。

・現在は10月号の発行準備中。巻頭言は例年通り、県学会の柴田
学会長に依頼させて頂きました。他記事は随時募集中。9月25日
頃までにデータ送付をお願いします。

3）広報企画グループ
  1.県士会リーフレットの改定に向けて業者に対して必要な情報収
集を適時行っている

　広報部内のグループと協力し情報収集を行っている。
4）その他
 1.協会よりポスターの配布を受け、理事の皆様へお配りします。（当
日持参）各施設でご活用ください。

【審議事項】　なし

7．北中毛ブロック支部［報告者:小此木］
【報告事項】
1）令和1年　ブロック会議の開催
　日時：令和1年　　月開催予定
　場所：渋川医療センターまたは群馬大学
内容
 1.メーリングリストの活用について
  ・ホームページ、広報誌以外での研修会・イベント・重要事項の案内
 2.2021年度　群馬県作業療法学会、北関東信越ブロック学会に
ついて

 3.2019年度　群馬県作業療法学会の案内
 4.懇親会開催に向けた協議
 　令和1年度懇親会　日時：未定
 　場所：前橋市駅周辺 内容〇つながり作り
2）メーリングリストの利用手順などのフローチャートなどの作成
【審議事項】　なし

8．東毛ブロック支部［報告者:今村］
【報告事項】
1）東毛ブロック第一回部会開催
　日時：令和1年8月19日　19時～20時30分程度
　場所：デイホーム孫の手・おおた(太田市大原町156-3)
内容
 1.ブロック局の活動の方向性に関して意見交換
　 桐生でのケア会議の参加開始の方向
　 伊勢崎では広域との連携でケア会議参加あり。
 2.行政とのやり取りのOTとしての窓口なっていただける方の市区
町村単位での窓口の募集

　窓口不在の館林邑楽地区は今村よりまずは部会への参加を促すと
ころから進めていく。

 3.来年度の県学会に関しての協力体制に関して
　村井学会長としてテーマ等確定し次第、事務局や協力要請を改
めて行うのでその際は協力いただけるよう伝える。

 4.太田市サロン講師派遣　日程決定、資料に関して検討、意見を募集。
　概ね前回のものを使用、太田市からの要請のあった、認知症患
者とのかかわり方などを追加。

 5.次回の開催会場と日程の決定。
　次回は県学会の準備に向けて具体的な協力要請を行える段階で
の顔合わせ

　各施設で施設紹介など兼ねて開催場所変更は希望施設少なく、今
後は集まりやすい場所を優先。館林・邑楽地区の参加を頂けるよう
に協力要請を出していく。
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9．西毛ブロック支部［報告者:山浦］
【報告事項】
１）第22回群馬県作業療法学会実行委員会兼西毛ブロック支部主
任代表者会議

　実施日時：2019年8月8日（木）　19：30～21：00
　場所：第一病院　　参加者数：48名
　内容：医療介護連携フェスティバルの案内、学会の進捗状況の確
認・企画の内容紹介等

　次回会議予定：10月末もしくは11月初旬に実施
2）第1回　医療介護連携フェスティバルin高崎　参加報告
　開催日時：2019年8月31日（土）10：00～14：00
　場所：高崎健康福祉大学　
　参加者：柴田全利、都丸直樹、中澤浩幸、小澤貴明、吉澤萌香、山
浦卓哉（計6名）

　展示ブース内容：ビーズ手芸、脳トレ、自助具体験、生活の困りごと
に関する相談、広報活動（作業療法、第22回群馬県作業療法学会）

　ブース来場者数：150名（来場者：240名、ボランティアスタッフ：
140名　計380名）

　来年度も継続して開催予定（6月もしくは7月頃を予定している）
　9月3日付の上毛新聞へ掲載された。（頁下に掲載）
3）第22回群馬県作業療法学会　進捗状況
 1．講演・WSの事前確認票、抄録提出状況
 2．福祉機器展示　8社、福祉車両　2社（ほか広告掲載のみ1社）
 3．一般演題（ポスター）：15演題
 4．書籍販売：煥乎堂書店様と販売書籍に関して相談中
 5．懇親会の開催検討　学会当日に講師や実行委員、西毛ブロック
主任代表者を交えて実施予定。

【審議事項】　なし

10．福利厚生部［報告者:市川］
【報告事項】
１）県士会活動についての保険の保障内容や申請の流れを確認
　ホームページに掲載していく。
　事故が起こった場合は事務局加藤氏より理事全員にメールを発
信していく

　学会・新人症例発表会など大人数の研修会には別口で保険加入
　その他別紙参照
【検討事項】
　保険の保障内容、人数、金額など現状に見合ったものがあるか柴
田理事に見積もりを依頼

11．事務局［報告者:高橋］
【報告事項】
１）HPについて
　サーバーエラーの影響でしばらくの間HPの運用が不安定とな
ります。長谷川様が管理会社に問い合わせを行っておりますが、
明確な回答はない状態の様です。その為、長谷川様の方で色々
と作業をしていただいている状況ですので、HPへのすぐのご対
応が遅れる場合があります。ご理解のほどよろしくお願いいたし
ます。

2）法務局へ今月中に登記変更の手続き予定。
3）会員名簿作成中。

【検討事項】
１）事務局プリンターについて
　プリンターのインクの残量が少なくなったので、早急に対応の必
要あり。

→ 比較対応表にて検討の結果、ブラザーのレーザー複合機に決定。
2）医療マネジメント学会群馬県支部の役員について（後任者の選定）
→ 関根副会長へ。

12．その他
１）協会員＝県士会員のアンケートについて
　各理事ごとの意見を柴田理事が作成してくれたフォーマットを用
いて、新井会長宛てにメール送信（〆切：10/7）

2）介護ロボットニーズシーズ［報告者：柴田・李］
　推進枠になった

次回　日時：令和元年11月13日　19:00～
　　　場所：群馬医療福祉大学　前橋キャンパス
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日　時 ： 令和元年11月13日（水）19:00～21:00
会　場 ： 群馬医療福祉大学 前橋キャンパス
　　　　K’BIX元気21まえばし内6階 104教室
参加者：新井、関根、高橋、唐沢、高坂、山口、柴田、山浦、都丸、小此
木、李、小林、勝野、今村、村井、市川　計16名

Ⅰ.会長より
1．10/26　PT関東信越ブロック学会に関根副会長に参加してい
ただいた。
創立40周年式典へ出席した。祝賀会は中止となった。
作業療法士会も来年35周年となる。

2．協会特別表彰に関して条件が厳しくなってきている今月末が〆
切。

【検討事項】
1．表彰におけるデータベースを作成、更新していく事が必要。
　→30周年の時にデータベースを作成した。今後は福利厚生部
管理でデータをアップデートし、要請があったときにデータを出
せるようにしていく

　県士会表彰、協会表彰、県知事表彰などがあり、それぞれの基
準をもらってアップデートしていく

　市川がデータベース作成し、内容を理事会で承認後管理運営
は福利厚生部としていく

Ⅱ．各部議事
1.福利厚生部［報告者:市川］
【報告事項】
1）リレーフォーライフジャパンぐんまについて
台風19号の影響により、中止なった。チャリティーイベントのため
参加費の返金なし
参加予定となっていた県士会員は21名でした。

2）県学会に向けて（優秀演題賞、学術奨励賞）
優秀演題賞は、一次審査が終了。二次審査に向けて今後準備、調整中
学術奨励賞は審査依頼を行っていく

3）保険関係
保険の流れについて、県士会ニュースに掲載した。

【審議事項】　なし

2．広報部［報告者:都丸］
【報告事項】
1）公益事業グループ
１．10月27日（日）に開催された健康フェスタinまえばし2019に「作
業を通して体と頭を健康に！作業活動体験コーナー」を出展しま
した。来場された方たちとプラ板キーホルダー作りを実施。用意し
た180個分全て完売。次回の部会にて振り返りを実施予定。

2．「イオンモールウォーキング」に関しては現在高崎イオン様と検
討中。

2）ニュース編集グループ
１．10月号の発行が終了しました、皆様ご協力ありがとうございました。
今年度は年明け1月号を残すのみ。例年、巻頭言は年頭挨拶として
新井会長にお願いしており、今年度も依頼させて頂きたいです。

2．また、県学会直後ではありますが柴田学会長、もしくは山浦実行委
員長へ報告記事として当日の学会の様子や高評、感想等を執筆
して頂けるようお願いしたいと思います。

3．他記事も随時募集しているので、希望ある方は12月25日頃まで
にデータ送付をお願いします。

4．求人のニュースへの掲載問い合わせが多くなっています。

3）広報企画グループ
１．県士会リーフレットの改定に向けて業者に対して必要な情報収
集を適時、行っています。広報部内のグループと協力し情報収集
を行っています。

【審議事項】　なし

3．教育部［報告者:勝野］
【報告事項】
1）会議　ブロック長会議 10月8日 第一病院
 1．研修会進捗状況報告
 2．新人症例発表会の会場決定、使用備品の確認。
 3．理事会報告
 　他部署のイベントで盗難事件あり。教育部の研修会でも気を付け
るように。

※次回会議は2020年1月28日開催予定
2）研修会報告
 1．基礎研修【身体障害領域】令和元年10月23日（水）時間：19：30～
 　会場：群馬医療福祉大学
 　講師：村井理事(訪問看護ステーション花あかり)
 　テーマ：高齢心不全患者に対する作業療法
 　会員：48名　非会員：49名
 　収入：￥50,000　支出：￥35,713
3）その他　新人症例発表会の詳細
 　日時：2020年4月19日　9：30～16：00
 　場所：群馬県立心臓血管センター
 　締切：①参加申し込み締め切り　2019年11月27日
 　　　 ②査読希望者の抄録提出締め切り　2019年12月18日
 　　　 ③抄録・同意書の提出締め切り　2020年1月22日 
 　　　 ④スライドデータの提出締め切り　2020年2月26日
【審議事項】　なし

4．北中毛ブロック支部［報告者:小此木］
【報告事項】
 1）北中毛ブロックにおける台風１９号の被害情報等の連絡。
 　北中毛ブロックでは嬬恋村の橋の崩落。住宅の倒壊。その他市
町村で倒木などございました。ブロック支部には特に人的被害の
報告はございませんでした。

 2）令和1年　ブロック会議の開催
 　日時：令和1年11月26日開催予定
 　場所：群馬大学　3番教室。
 　内容
 　〇日本作業療法士協会登録情報更新について
 　〇2021年度　群馬県作業療法学会、北関東信越ブロック学会
　　について
 　〇2019年度　群馬県作業療法学会の案内
 　〇懇親会開催に向けた協議
 　〇臨床実習指導者講習会の案内
 3）令和1年度懇親会
 　日時：未定
 　場所：前橋市駅周辺
 　内容〇つながり作り
【審議事項】　なし

5．西毛ブロック支部［報告者:山浦］
【報告事項】
 1）第22回群馬県作業療法学会第4回実行委員会兼西毛ブロック

群馬県作業療法士会 2019年度 第4回理事会
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　 支部主任代表者会議
 　実施日時：2019年11月8日（金）　19：30～21：00
 　場所：第一病院　　参加者数：45名
 　内容：①認知症カフェ運営者・多職種交流会について、②学会当
日運営の確認・学会当日までの準備事項・学生ボランティアの対
応等について確認

 　次回会議予定：未定（次回はブロック支部主任代表者会議を予定）
 2）医療介護連携フェスティバルin高崎　振り返り会議
 　開催日時　令和元年11月5日（火）　18:30～19:30
 　開催場所　高崎健康福祉大学
 　内容　①フェスティバルの振り返り、②次年度開催（令和2年6月予
定）について

 3）認知症カフェ運営者・多職種交流会
 　開催日時　令和元年11月18日（月）　14:00～15:30
 　開催場所　高崎市総合保健センター
 　内容　①高崎市の認知症施策、②認知症カフェの紹介、　
 　③情報交換、交流会（グループワーク）
 　参加予定者：介護老人保健施設和光園　大手真栄氏
 　（高崎市認知症初期集中支援チーム所属）
【審議事項】　なし

6．東毛ブロック支部［報告者:今村］
【報告事項】
 1）太田市在宅医療介護連携センター（太田市医師会）主催
 　太田市人材育成研修　「ヤングケアラーは相談できる？」
 　11月2日14：00～16：00　太田市役所
 　上記研修への作業療法士派遣要請に対応。　
 　〇訪問サービスセンターみなみ（堀江病院）　野嵜智恵OTR
 　〇訪問看護ステーション花あかり　伊達裕哉OTR
 　〇訪問看護ステーションサンホープ笠懸　糸井陽祐OTR
 　〇株式会社孫の手　　　今村雄二
　　　　　　以上4名に参加、参加いただく。
 2）太田市在宅医療介護連携センター（太田市医師会）
 　「歯科訪問診療　高齢者の口腔環境や口腔ケアについて」
 　10月2日　19時～　太田市医師会
 　上記研修の案内をブロック支部より、東毛ブロックメーリングリス
トの施設へ

 　メールにて情報共有を行った。
【審議事項】　なし

7．地域作業療法推進部［報告者:高坂］　
【報告事項】
 1） 地域包括ケア推進グループ
１．以下の通り、「介護予防に資する人材育成のための研修会」を実
施した。

 　北中毛ブロック：9月9日(月)19:00～21:00
渋川医療センター（参加者35名）
講師：PT吉田氏（渋川中央病院）、佐野様（渋川市地域包括支
援センター）

 　西毛ブロック：9月25日(水)19:00～21:00
高崎市総合福祉センター（参加者37名）
講師：OT土岐氏（榛名荘病院）、今泉様・片貝様（高崎市長寿
社会課）

 　東毛ブロック：10月18日(金)19:00～21:00
SUBARU太田記念病院（参加者31名）
講師：OT今村氏（孫の手あしかが）、石井様・藤田様（太田市長
寿あんしん課）

2．令和元年11月6日（水）役職者にて、令和2年度の事業計画の方
向性について検討予定である。

3．3月中旬頃、日本作業療法士協会主催「地域ケア会議および介護

予防・日常生活支援総合事業に関する人材育成研修会」の伝達
研修会を計画している。

 2）認知症支援推進グループ
１．以下の通り、「認知症ケア資質向上のための研修会」を企画して
いる。

 　第1回：令和2年1月25日（土）10:30～16:00
 　群馬県公社総合ビル
 　講師：大澤誠氏（医療法人あづま会　大井戸診療所　理事長）、
OT石井利幸氏（医療法人社団慈泉会　介護老人保健施設ひも
ろぎの園）、OT川又亘暁氏（医療法人大誠会　内田病院）

 　第2回：令和2年2月15日（土）　時間調整中
 　高崎市総合福祉センター
 　講師：調整中
2．令和元年度11月9～10日　TKP築地新富町カンファレンスセ
ンターで開催される認知症作業療法推進委員会会議へ宮寺グ
ループ長と廣崎推進委員が参加予定。

★山口（別紙参照）調査の協力依頼
　データを１００くらいOT協会が受け持つ（群馬は2～3？）
 　委員会はいったん終了し、今後統合していくかを検討していく？
 3）精神科領域推進グループ
１．令和元年度自殺対策強化事業支援者向け普及啓発事業（研修
会）を予定している。

 　令和元年11月17日(日)8:55～12:10　群馬医療福祉大学リハ
ビリテーション学部

 　講師：溝口健介氏（医療法人喜志会　ケンクリニック　理事長）
 　石川京子氏（NPO法人　リンケージ　理事長）
2．令和元年10月24日(木)　群馬医療福祉大学にて第3回グルー
プ会議を実施した。上記研修会や情報交歓会の準備等について
話し合いを持った。

3．10月23日付で、令和2年度地域自殺対策強化事業の要望書を群
馬県健康福祉部障害政策課に提出した（2事業、計356,000
円）。別添資料参照。

 4）発達支援推進グループ
１．以下の通り保育士・幼稚園教諭・特別支援コーディネータ等対象
の研修会を企画している。

 　日時：令和元年11月10日（日）14:00～16:00　
 　場所：前橋市第一コミュニティセンター2階ホール
 　テーマ：「できた！につながる　運動遊びのコツ」
 　講師：県士会発達支援推進グループ（六本木、今井、勝野、北爪、
山口）

 　スタッフ27名、参加者50名予定
2．定期勉強会
 　9月12日（木）19：00～参加者16名。
 　10月24日（木）19：00～
 　参加者26名。両日とも11月の研修会の打ち合わせを行った。
3．10月9日（水）15：00～17：00に高崎市新町第一児童クラブ（学
童）に勝野恵氏と小田俊一氏が訪問した。県士会として学童への
訪問は初めて実施され、個別相談ではなく全体的な活動や環境
についてのコンサルテーションを行った。

４．1月15日（金）午後に群馬県教育委員会に外部専門家配置事業
のヒアリングで六本木グループ長が訪問予定。

【審議事項】　なし

8．養成校連絡協議会［報告者:高坂］
【報告事項】
１）令和元年度臨床実習指導者講習会（都道府県講習会）について
 　開催概要は以下の通りである。
 　開催日：令和2年2月29日（土）～3月1日（日）
 　開催地：群馬大学昭和キャンパス
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　参加者：100名
 　日本作業療法士協会及び厚生労働省に別添資料の通りに開催
申請を行った。

 　県士会HP上にて講習会参加者の募集案内を開始した。申込期
限は11月30日（土）とした。

2）第22回群馬県作業療法学会への学生ボランティア参加調整に
ついて

 　各養成校からボランティア学生を募り、計22名の学生から協力を
得る予定。学会当日、各養成校の教員も引率する。配置などにつ
いては既に、学会運営側と調整し、各養成校の学生に周知してい
る。

 3）学生会員数について
 　令和元年10月2日現在、学生会員数は97名である。継続して、学
生会員の入会を勧誘していく。

【審議事項】　なし

9．学術部［報告者:　　］
【報告事項】
 1）学術部
1.県士会における学術支援活動を行なった。
2.令和元年度 第1回学術部担当理事・グループ長会議を実施した。
3.第22回／第23回　群馬県作業療法学会の運営支援を行った。
 2）学術研究グループ
1．県学会の査読を実施した。（一般演題は16演題）
2．学術研究グループの支援を8月、9月、10月に実施した。（参加者
は10名、OT学会発表予定者7名）

 3）学術支援グループ
1．第22回群馬県作業療法学会実行委員会に参加、各種活動の支
援を実施した。

2．第22回群馬県作業療法学会のHPを更新した。
3．機関誌編集グループと協力し学会誌作成作業を実施した。
4．群馬県作業療法学会facebook pageを運営し、10月30日現在
で277の閲覧を確認した。

 4）機関誌編集グループ
1．令和元年度 機関誌編集グループ会議を開催した。
2．第22回群馬県作業療法学会実行委員会に参加した。
3．投稿論文について、査読業務を実施した。
4．機関誌・学会誌の校正と印刷業務を行った。
5．機関誌・学会誌は、11月7日（木）事務局納品予定。
【審議事項】　なし

10．運転と作業療法特設委員会［報告者:李］
【報告事項】
１）2019年12月7日に第7回ぐんま自動車運転リハビリテーション
研究会研修会を実施予定。研修会案内を作成し各療法士協会へ
案内を依頼した。

２）2019年12月9日に第3回教習所交流会を実施予定。交流会案
内を作成し群馬県内の指定教習所へ案内状の送付を行った。

３）2019年12月7日に東京で行われる「運転と作業療法特設委員
会都道府県士会協力者会議」に前橋赤十字病院の原が参加予
定。

【審議事項】　なし

11．事務局［報告者:高橋］　　　　　　　 
【報告事項】
１）HP申込フォーム作成時の不手際にて教育部の皆様に多大なる
ご迷惑をおかけした。

今後は長谷川氏に依頼する事とした。
２）登記変更の手続は総会議事録の不足が見つかり作成中。今月中
に法務局へ提出予定。

３）事務局プリンター購入(以前メールで報告済)。
 　それに伴い、プリンターを置くラックが必要。
 　今まで事務局にあったプリンター類の処分が必要。
 　別紙参照￥64,900
　プリンター交換に伴い、今後使わなくなるＡ3用紙が約3000枚あ
る。何かのときには使用してほしい 

４）公社ビル使用料が消費税10％へ変更の為、10月より￥32,879
→￥33,487となります。

【審議事項】
１． 今年度プリンター購入予算として￥40,000計上している。処分
代等入れると不足するため補正予算として￥10,000計上した
い。→承認

 　プリンター複合機　￥79,219
 　印刷機等処分代　　￥64,900
 　プリンター用ラック￥5,000　　　　合計149,119

12．県学会について［報告者:柴田］
【審議事項】
 ・１５万円ほど補正予算を組んでいただきたい　→承認
 ・今後、会場候補などもリストアップしていくことが必要か
 ・協賛を募っていくことも一案か

次回開催　令和2年1月22日（水）19:00～ 於：群馬医療福祉大学
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　群馬県作業療法士会では毎年「新人症例発表会」を開催しております。
これは、日頃抱えている疑問や問題点、あるいは成果・経験などの意見交換の場となることを期待している
とともに、先輩や他施設の作業療法士とのディスカッションや助言から、解決の糸口を見つけるきっかけと
なることを目的としています。
　また、「生涯教育制度・現職者共通研修 事例報告」の単位を取得する場としても位置づけられております。
　今年度も下記の要領にて開催する運び となりました。 つきましては、新会員になられた皆様・単位未取
得の皆様の自己研鑽の場として活用 していただければと考えておりますので、積極的な参加をお待ちして
おります。

★日時：令和2年4月19日（日） 9：30～16：00（予定） 
★場所：群馬県立心臓血管センター 
★発表希望者の登録の締め切り：令和元年11月27日（水）〆切

詳細は協会HPを参照して下さい。

新人症例発表会
開催決定!!
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　今回、群馬医療福祉大学に通っていた学生時代に実施した卒業研究を第53回日本作業療法学会で発表することがで

きました。当時は、研究の意義や進め方も分からないまま授業の一環として卒業研究に取り組み、卒業論文として形にしまし

た。周囲の先生方から学会発表への挑戦をご提案していただき、未知なる挑戦に不安もありましたが「学会発表ができた

らかっこいいな」と今回の発表に向けて再び走りだしました。大学を卒業し、新人として精一杯臨床に向き合いながらの準

備は大変でしたが、演題登録・ポスター作製に向けて

大学や学術部の諸先生方から丁寧なご指導・ご教示

をいただくことができ、学会発表をやり遂げることがで

きました。また、ご指導いただくなかで他の先生方が取

り組む研究に触れ、日々の臨床で感じる疑問を追究す

ることの大切さを学ばせていただきました。初めて日本

作業療法学会に参加し、全国の作業療法士がそれぞ

れ日々の臨床に専念しながら疑問や関心を持って学

会に集い、自分もその一員として参加していることに嬉

しさを感じるとともに、たくさんの刺激を受けることがで

きました。今回の学会発表の経験を支援してくださった

大学や学術部の諸先生方に厚くお礼申し上げます。今

後も向上心を持って、学術研究の活動に継続して取り

組んでいきたいと思います。

榛名荘病院　井上彩美

第53回日本作業療法学会で発表しました

訪問看護ステーションこはるでは現在看護師7名、理学療法士4名、作業
療法士1名が在籍し、スタッフは20代～60代と幅広くそれぞれの知識、
経験を出し合って働いています。
私たちは、訪問により利用者様がどうしたらより暮らしやすいかを一緒に
考え、その日その時に必要なすべてに対応できることを目標にチームで
取り組んでいます。
一人ひとりに寄り添って、自宅で生きていくための支援をしたい、そんな
気持ちを持っているOTさん、ぜひ一緒に働きましょう！ 
ブランクがあったり、訪問看護（リハ）未経験でも大丈夫です。人工呼吸
器など専門的な知識は呼吸療法認定士が、他事業所との連携はケアマ
ネ資格者がサポート致します。シスター・ブラザー制度を採り入れていま
すので、質問や相談がしやすい環境です。また大学付属ステーションの
同行訪問など研修支援体制は整えております！

ステーション紹介 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

前橋市で働ける作業療法士さんを募集いたします!前橋市で働ける作業療法士さんを募集いたします!

応募資格・条件    未経験OK

募集人数・募集背景　2名（事業拡大のため）

勤務地
　転勤なし
　訪問看護ステーションこはる
　群馬県前橋市堀越町362-3（最寄駅：大胡）

勤務時間
　残業なし 8:30 ～ 17:30
　勤務時間、勤務日は希望に応じて対応いたします。

給与
　年収　2,920,000円 ～ 4,400,000円
 （※想定月給 210,000円 ～ 300,000円）
週休2日、交通費支給、休日年116日以上、年末年始休暇、
特別休暇（季節休暇）、実務手当、携帯手当あり
◇年末年始休暇 ◇季節休暇
◇年１１6日以上 ◇ 雇用保険
◇ 厚生年金 ◇ 労災保険
◇ 健康保険 ◇ 交通費支給あり
◇ 資格取得支援・手当てあり
◇ 育児支援・託児所あり
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　広報部では例年作業療法士の認知度向上を目指し元気プラザ21にて開催される健康フェスタinまえばしへ出展させてい

ただいています。今回も2019年10月27日に開催された健康フェスタinまえばし2019に参加いたしました。出展内容は前年

度と同じく『作業を通して、体と頭を健康に！　作業体験コーナー』というテーマで、プラバンを使用したキーホルダー作りを実

施いたしました。

　前年度と比較してお越しいただいたお客様は増加しておりましたが、昨年よりも多くスタッフの方が参加して下さり、小さなお

子さんにも安全に作業活動を行って頂き、保護者の方に一人一人詳細に作業療法士について説明を行うことが出来ました。

ただ、材料のプラバンに関しては前回よりも多くの人数分を用意しておりましたが、終了時間30分前に材料が終了してしまい

時間一杯広報活動を行うことが出来ませんでした。

　途中で材料が不足してしまったものの、作業療法について説明を行うスタッフを前回よりも多く配置したことで、お子さんと

作業活動をしつつも保護者の方々へ作業療法について詳細に

説明することが出来、目的である作業療法の認知度向上に関し

ての活動としては一貫して行えていたと思います。スタッフの方

への負担に関しては、休憩も一人一人とることが出来、負担も分

散できたと思います。しかし、一日がかりのイベントであること、

前回と比較して来場者が多かったこともあり、スタッフの方への

負担は依然として大きかったように感じました。

スタッフの方の負担を軽減するためにも、さらなる人員確保を

図り、半日でスタッフが交代出来るような体制を整え、より参加し

やすい環境を作ることが必要だと考えております。また実施する

作業活動に関しても、より認知度を高めるためには作業療法が

どういったものであるか、作業療法士という職種がどのようにリ

ハビリを実施するのか伝わりやすいもの等を検討していく必要

があると感じました。

健康フェスタinまえばし2019　報告

一般財団法人榛名荘　介護老人保健施設あけぼの苑
作業療法士　根津良介
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編集後記編集後記
　新年あけましておめでとうございます。昨年中はニュ
ースや各種広報部イベントを通して、大変お世話にな
りました。本年もよろしくお願い致します。
　改元で賑わった昨年だったが、2020年はオリンピッ
クイヤーでありさらに盛り上がりを見せる一年なのでは
ないかと感じている。さらに今年は群馬県作業療法士
会も35周年を迎えるとのことであり、先輩方の築いてき
たものを受け継ぎつつ、新たな試みを行っていけたら
良いと思う。今年も広報部、ニュースが少しでも盛り上
がるよう色々検討していきたい。

S

ニュースでは、日頃感じている些細な疑問や
日常業務で工夫している点、こんな研修会に
参加した・・・などなど、皆様からの投稿を
募集しております。
どんなことでも構いませんので、
お気軽にお寄せ下さい。お待ちしております!!

アドレス : dc_nanohana@yahoo.co.jp

広報部・ニュース編集グループ

反町拓海

県士会ホームページアドレス

http://www.gunma-ot.org/

大学院社会人学生募集中

当研究室は、運動生理学手法を用いた上肢機能解
析を中心に、身体障害作業療法分野全般の研究を
行っています。ベテランから新人まで多くのOTが
仕事と研究を両立、修士・博士課程に在籍していま
す。身障分野の臨床研究に関心のある方は、ぜひ
大学院で自分の可能性に挑戦してみてはいかがで
しょうか。
毎週木曜日の勉強会は一般公開していますので、
ご興味のある方はご見学下さい。

 群馬大学大学院　保健学研究科
 教授　李範爽
 leebumsuk@gunma-u.ac.jp


